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５年度一般会計当初予算
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るための予算を審査
当初予算　144 億 5789 万円令和５年度一般会計

可 決
賛成12：反対2

歳出

歳入

町税
45億8768万円

民生費
57億9679万円

総務費
20億8589万円

土木費
15億9595万円

衛生費
14億2051万円

公債費
13億513万円

教育費
12億3722万円

農林水産業費
2億4558万円

消防費
4億3926万円

議会費
1億3537万円

その他
1億9619万円

国庫支出金
21億8018万円

地方交付税
20億4000万円

繰入金
13億9043万円

町債
12億6040万円

県支出金
12億1552万円

地方消費税交付金
7億7000万円

その他
10億1368万円

（数値は端数を処理しています）

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
７
日
か
ら
23
日
ま

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
の
新
年
度
予
算

案
や
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
な
ど
、
23
議
案
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

619
　　 万円

3500
　　 万円

90
　　 万円

742
　　 万円

417
　　 万円

1343
　　 万円

省エネ家電（２種）の購入に補助

急傾斜地対策工事費

子ども送迎バスに安全装置

GIGA スクール運営支援

ファミリーサポートセンター事業

運動部活動を地域移行へ
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住民サービス向上を図
令和５年度一般会計

固
定
資
産
税
は
例
年
、
前
年
と
大
き
く
増
減

が
な
い
が
、
今
回
は
土
地
・
家
屋
と
も
に
大

幅
に
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に
よ

り
、
宅
地
と
し
て
供
用
開
始
さ
れ
た
部
分
が

増
え
た
た
め
で
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
委
託
か
ら
町
の
直
営
に
な
る
が

ど
の
よ
う
な
体
制
に
な
る
か
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
児
童
館
に
加
え
、

新
た
に
高
田
保
育
所
で
も
行
う
こ
と
で
、
利

用
の
幅
が
広
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
た
行
政
手
続
き
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

名
前
な
ど
の
本
人
確
認
の
み
に
よ
る
シ
ン
プ

ル
な
手
続
き
や
予
約
、
通
報
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

危
険
と
考
え
ら
れ
る
空
き
家
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
か
。

３
年
度
の
調
査
時
点
で
27
件
確
認
し
て
い

る
。

嬉
里
郷
の
急
傾
斜
地
対
策
工
事
の
完
成
年
度

は
い
つ
か
。

３
カ
年
で
工
事
し
、
７
年
に
完
成
予
定
で
あ

る
。

工
場
等
設
置
奨
励
金
は
土
地
購
入
後
１
年
以
内

の
着
工
が
条
件
だ
が
、
該
当
し
て
い
る
の
か
。

土
地
の
取
得
か
ら
１
年
以
内
の
着
工
を
工
事

着
工
届
で
確
認
し
て
い
る
。

何
を
も
っ
て
着
工
と
す
る
の
か
。

家
屋
建
物
で
は
な
く
土
地
の
囲
い
の
工
事

で
、
対
象
と
な
る
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

主
な
質
疑

固

定

資

産

税

の

増

加

危
険
な
空
き
家
の
対
策
を
支
援

フ
ァ
ミ
サ
ポ 
委
託
か
ら
直
営
に

行
政
手
続
き
簡
素
化
へ

急

傾

斜

地

対

策

工

事

工

場

等

設

置

奨

励

金

公
平
な
支
出
の
観
点
か
ら
反
対

安
定
し
た
予
算
編
成
と
判
断

　

必
要
な
事
業
の
予
算
も
多
々
あ
る
が
、
町

の
財
源
の
公
平
な
支
出
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、
要
件
の
曖
昧
な
工
場
等
設
置
奨
励
金

や
、
長
期
的
課
題
を
残
す
土
地
区
画
整
理
事

業
、
街
路
事
業
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
の

で
、
指
摘
し
反
対
す
る
。

�

（
河
野
）

　

過
去
最
高
額
だ
が
、
駐
車
場
会
計
の
編
入

や
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
な
ど
の
予
算
計

上
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
は
特
定
財
源

が
あ
り
歳
入
歳
出
に
影
響
は
な
い
。
税
収
や

交
付
金
な
ど
経
常
的
な
歳
入
に
変
動
は
な
く
、

安
定
し
た
予
算
編
成
と
判
断
す
る
。

�

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論
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県支出金　31 億 2742 万円　75.8%

保険給付費　30 億 7321 万円　74.5%

保険税
7 億 5088 万円

18.2%

県への納付金
9 億 3997 万円

22.8%

　
　
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算�

41
億
２
４
４
４
万
円　
　

　

国
保
世
帯
見
込
数　

４
６
６
７
世
帯
（
前
年
度
４
８
４
４
世
帯
）

　

被
保
険
者
見
込
数　

７
３
５
９
人
（
前
年
度
７
７
２
３
人
）

繰入金　2 億 4143 万円　5.9%

保健事業費　6828 万円　1.7%

その他　471 万円　0.1%

その他　4298 万円　1.0%

歳入

歳出
国
保
被
保
険
者
は
減
少
傾
向

全会一致
可決

国
保
被
保
険
者
の
減
少
理
由
は
。

団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
移
行
が
大
き
い
。
ま
た
、
社
会

保
険
へ
の
移
行
が
令
和
４
年
10
月
か

ら
増
え
た
。

現
在
、
県
へ
の
移
行
に
伴
う
激
変
緩

和
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

な
く
な
る
と
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
住
民
の
負
担
を
抑
え
る
た

め
に
基
金
を
取
り
崩
し
て
は
ど
う
か
。

６
年
度
は
数
千
万
円
の
赤
字
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
続
け
ば
単

年
度
で
数
千
万
円
ず
つ
基
金
を
取
り

崩
し
て
い
く
と
推
測
し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

介
護
認
定
者
数
の
状
況
は
ど
う
か
。

認
定
者
数
は
横
ば
い
で
あ
る
。
し
か

し
、
高
齢
化
が
要
因
で
介
護
度
が
若

干
上
が
る
人
が
増
え
て
き
た
。

認
知
症
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る

の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

件
数
は
非
常
に
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
中
心
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

75
歳
以
上 

増
加 

認
知
症
相
談
件
数

増
加

被
保
険
者
見
込
数　

５
７
８
２
人

（
前
年
度
５
５
２
０
人
）

被
保
険
者
見
込
数　

１
万
１
５
２
９
人

（
前
年
度
１
万
１
３
５
９
人
）

可決
賛成12：反対２

全会一致
可決

５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算�

６
億
３
０
２
５
万
円

５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

�

29
億
２
０
８
１
万
円

保
険
料
が
上
が
り
続
け
て
い
る

持
続
可
能
な
制
度
運
用
を
求
め
る

　

高
齢
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
医
療
費
が

増
え
保
険
料
が
上
が
り
続
け
る
制
度
設

計
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
の
問
題
点
を

国
に
訴
え
、
国
庫
負
担
を
抜
本
的
に
増

額
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。�

（
堤
）

　

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
と
な

り
、
安
心
し
て
高
齢
者
が
医
療
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
今
後
も
受
け
ら
れ
る

医
療
制
度
を
希
望
す
る
。�

（
安
部
）

　

重
症
化
予
防
や
介
護
予
防
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
制

度
運
用
を
要
望
す
る
。�

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論
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５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

５
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

浄
水
場
共
同
整
備
は
適
切
な
時
期
に

明
確
な
方
向
性
を
示
す
と
施
政
方
針

に
あ
る
が
、
適
切
な
時
期
と
は
い
つ

か
。

５
年
度
に
な
る
と
思
う
。

水
道
料
金
改
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

水
道
事
業
は
全
国
的
に
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
本
町
も
近
い
将
来

に
改
定
が
必
要
な
時
期
が
来
る
と
考

え
る
。

ＱＡＱＡ

処
理
場
費
の
維
持
管
理
契
約
期
間
を

短
く
し
て
委
託
費
の
削
減
の
考
え
は

な
い
か
。

５
年
の
契
約
期
間
で
、
短
い
期
間
よ

り
も
費
用
自
体
が
下
が
る
事
も
考
え

ら
れ
る
。
調
査
研
究
し
考
え
た
い
。

ＱＡ

５
年
度
に
新
浄
水
場

の
方
向
性
示
す

全会一致
可決

水
洗
化
戸
数
は

増
加

全会一致
可決

　
５
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算10

億
９
０
８
２
万
円　

高
田
南
区
画
整
理

一
括
施
工
４
年
目
に
向
け
て

可決
賛成12：反対2４

年
度
の
繰
越
明
許
費
（
※
）

と
合
わ
せ
る
と
５
年
度
は
約

17
億
円
の
事
業
費
と
な
る
。
５

年
度
完
了
の
見
込
み
は
あ
る
の

か
。

完
了
予
定
で
進
め
る
が
、
繰
り

越
し
も
あ
る
の
で
少
し
で
も
消

化
し
て
い
き
た
い
。

附
帯
工
事
の
１
５
０
万
円
の
内

容
は
何
か
。

区
画
整
理
事
業
で
対
応
で
き
な

い
除
草
工
事
な
ど
の
費
用
で
あ

る
。

ＱＡＱＡ

課
題
解
決
が
必
要
な
事
業

一
日
も
早
い
工
事
完
成
を

　

事
業
が
終
了
し
て
も
財
政
的

な
課
題
や
起
債
の
償
還
な
ど
数

多
く
の
問
題
が
残
る
。
多
く
の

町
の
財
源
を
つ
ぎ
込
み
、
長
期

の
事
業
を
進
め
た
こ
と
へ
の
反

省
が
何
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
課

題
解
決
が
必
要
と
な
る
事
業
に

反
対
す
る
。�

（
河
野
）

　

残
工
事
の
一
括
施
工
が
本
年

度
で
４
年
目
と
な
り
、
引
き
続

き
土
工
事
、
道
路
工
事
、
宅
地

造
成
が
進
め
ら
れ
、
早
期
完
成

は
地
権
者
を
は
じ
め
こ
の
事
業

に
関
わ
る
多
く
の
住
民
の
願
い

で
あ
り
一
日
も
早
い
工
事
完
成

を
要
望
す
る
。�

（
西
田
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

収益的収支…主に維持管理の関係　収入＝使用料、負担金　支出＝維持管理費、人件費
資本的収支…主に設備投資の関係　収入＝補助金、借入金　支出＝事業費、償還金

用　語
解　説

収 益 的 収 入 ７億 9,793 万円

収 益 的 支 出 7 億 3,435 万円

資 本 的 収 入 ５億 3,998 万円

資 本 的 支 出 ６億 9,528 万円

給 水 戸 数 16,024 戸

年 間 給 水 量 364 万 5,263㎥

１日平均給水量 9,960㎥

収 益 的 収 入 9 億 9,605 万円

収 益 的 支 出 9 億 3,737 万円

資 本 的 収 入 3 億 4,239 万円

資 本 的 支 出 ５億 9,998 万円

水 洗 化 戸 数 16,050 戸

年 間 排 水 量 367 万 2,808㎥

１日平均排水量 10,035㎥

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

町のデザインマンホール

※
繰
越
明
許
費

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
年
度

内
に
そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
を
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
使
用
す
る
経
費
。



2023年（令和 5年）3月定例会　ながよ町議会だより　No.185 6

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
・

出
産
子
育
て
応
援
事
業

全会一致
可決

事
業
費
確
定
に
よ
り
不
用
額
を

減
額
補
正

全会一致
可決

休
日
の
み
の
活
動
と
の
こ
と
だ
が
、

平
日
に
学
校
を
移
動
し
て
の
部
活
動

は
可
能
か
。

現
時
点
で
は
学
校
の
枠
を
超
え
て
の

活
動
は
考
え
て
い
な
い
。

指
導
者
研
修
の
内
容
は
。

体
罰
の
防
止
や
各
競
技
の
コ
ー
チ
ン

グ
な
ど
、
競
技
に
精
通
し
た
専
門
家

を
講
師
に
考
え
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
人
が
購
入
し

た
の
か
。

世
帯
に
よ
っ
て
購
入
額
は
異
な
る
が
、

購
入
し
た
世
帯
の
割
合
は
68
・
４
％

で
あ
る
。

ＱＡ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

部
活
動
の
地
域
移
行

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

こ
れ
ま
で
の
母
子
健
康
推
進
員
の
活

動
と
重
複
し
な
い
の
か
。

今
回
の
事
業
で
は
専
門
職
が
面
談
を

行
う
た
め
、
母
子
健
康
推
進
員
の
活

動
と
は
異
な
る
。

ＱＡ 伴
走
型
子
育
て
支
援

現
在
ま
で
の
抗
体
検
査
受
診
率
は
ど
の

く
ら
い
か
。

３
年
度
末
の
時
点
で
、
対
象
者

４
５
９
１
人
の
う
ち
１
７
１
５
人
が

受
診
し
て
お
り
、
37
・
３
％
で
あ
る
。

４
年
度
は
受
診
者
が
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
率
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

ＱＡ 風
疹
の
追
加
的
対
策

　

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
１
月

30
日
に
開
催
し
、
一
般
会
計
予
算
に

８
０
７
７
万
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
総

額
を
１
５
１
億
２
８
７
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

　
年
度
内
の
執
行
が
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
予
算
の
減
額
分
を
中
心
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
億
１
８
０
８
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
４
３
億
１
０
７
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

休
日
の
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
を
、
５
年
度
か
ら
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
の
準
備
に
係
る
予
算
で
す
。

　

４
年
８
月
～
11
月
に
販
売
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
予
算
か
ら
、
購
入
さ

れ
な
か
っ
た
分
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
届
出
時
か
ら
計
３
回
の
面
談
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
届
出
時
に
出
産
応

援
金
と
、
出
産
時
に
子
育
て
応
援
金
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

　

風
疹
予
防
接
種
を
一
度
も
受
け
て
い
な

い
特
定
の
世
代
の
男
性
に
、
国
が
令
和
元

年
よ
り
公
費
に
よ
る
抗
体
検
査
・
追
加
接

種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
度
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、
６
年

度
末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

１億６７２７万円の予算で
約３億５３００万円の経済効果
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人
事
案
件

　
法
務
大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
行
う
た
め
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

木き

島し
ま

　
和か
ず

美み  

氏
（
嬉
里
郷
）

柏か
し
わ
だ田

　
　
正
た
だ
し  

氏
（
高
田
郷
）

江え

島じ
ま

　
英ひ
で

典の
り  

氏
（
嬉
里
郷
）

人
権
擁
護
委
員

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金

を
40
万
８
千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
県
が
高
校
生
世
代
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
新
設
す
る

の
に
伴
い
、
本
町
独
自
で
行
っ
て
い
る
こ
ど
も
福
祉
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
「
15
歳
ま
で
」
か
ら
「
18
歳
ま
で
」
に

拡
大
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
改
正

主
な
質
疑

主
な
質
疑

出
産
育
児
一
時
金
が
増
額

高
校
生
に
も
医
療
費
を
助
成

全会一致
可決

全会一致
可決

増
額
８
万
円
の
金
額
の
根
拠
は
何
か
。

国
に
よ
る
と
平
均
的
な
出
産
費
用
が
46
万
７
千
円
な

の
で
、
こ
れ
を
賄
え
る
金
額
と
し
て
国
が
決
定
し
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ＱＡ

中
学
生
ま
で
の
助
成
は
現
物
給
付
な
の
に
、
高
校
生
世

代
は
な
ぜ
償
還
払
い
な
の
か
。

県
が
償
還
払
い
で
制
度
を
構
築
し
て
い
る
た
め
だ
が
、

３
年
間
試
行
し
た
後
、
７
年
度
に
検
証
・
再
協
議
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

本
町
は
独
自
で
小
中
学
生
へ
の
医
療
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
回
の
県
の
制
度
で
助
成
さ
れ
る
の
は
高

校
生
世
代
だ
け
に
な
る
の
か
。

そ
う
な
る
。

ＱＡＱＡ

安心して出産・子育てのできる社会へ

　
５
年
度
に
行
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

と
し
て
１
億
８
３
９
万
５
千
円
を
追
加
補
正
し
、
総
額
を

１
４
５
億
６
６
２
８
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。
全
額
が
国
か

ら
の
支
出
金
で
す
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

全会一致
可決
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令和５年第１回臨時会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果

第１号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号） 可決（全会一致）

令和５年第１回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果

第２号 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第３号 長与町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第４号 長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第５号 長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第６号 長与町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第７号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第９号） 可決（全会一致）

第８号 令和４年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第９号 令和４年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第１０号 令和４年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第１１号 令和４年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第１２号 令和４年度長与町水道事業会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第１３号 令和４年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第１４号 令和５年度長与町一般会計予算 可決

第１５号 令和５年度長与町国民健康保険特別会計予算 可決（全会一致）

第１６号 令和５年度長与町後期高齢者医療特別会計予算 可決

第１７号 令和５年度長与町介護保険特別会計予算 可決（全会一致）

第１８号 令和５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計予算 可決

第１９号 令和５年度長与町水道事業会計予算 可決（全会一致）

第２０号 令和５年度長与町下水道事業会計予算 可決（全会一致）

第２１号 人権擁護委員の推薦について 適任（全会一致）

第２２号 人権擁護委員の推薦について 適任（全会一致）

第２３号 人権擁護委員の推薦について 適任（全会一致）

第２４号 令和５年度長与町一般会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

八
　
木
　
亮
　
三

松
　
林
　
　
　
敏

西
　
田
　
　
　
健

浦
　
川
　
圭
　
一

中
　
村
　
美
　
穂

安
　
部
　
　
　
都

内
　
村
　
博
　
法

安
　
藤
　
克
　
彦

金
　
子
　
　
　
恵

岩
　
永
　
政
　
則

堤
　
　
　
理
　
志

河
　
野
　
龍
　
二

竹
　
中
　
　
　
悟

西
　
岡
　
克
　
之

山
　
口
　
憲
一
郎

審議結果

第１４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決

第１６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決

第１８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決
■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。
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一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

一 般 質 問

10 八　木　亮　三 議員 ① 政策形成・実施における科学的・合理的・法的根拠の重要性について

11 金　子　　　恵 議員
① 行財政運営について
② 公園の管理・整備について

12 内　村　博　法 議員
① 図書館及び健康センターの複合化施設建設計画について
② 上水道及び下水道の整備について

13 西　岡　克　之 議員
① 安心で安全な子育て環境の整備について
② 長与町の諸問題について

14 安　藤　克　彦 議員
① 水産業の振興について
② 移住促進の取組について

15 堤　　　理　志 議員
① 子どもの居場所づくりについて
② パートナーシップ宣誓制度について
③ 希望がもてる令和５年度の行政運営について

16 安　部　　　都 議員
① 小中学校の卒業・入学式や授業でのマスク着用について
② 公共施設などのユニバーサル視点でのバリアフリー対策について

17 中　村　美　穂 議員
① 防災行政について
② 学校の防犯カメラの導入について

18 西　田　　　健 議員
① 安全な生活環境づくりの取り組みについて
② 中尾城公園の草スキー場整備について

19 松　林　　　敏 議員
① 避難所運営について
② 公共施設等不具合通報アプリの導入について
③ 関係人口・交流人口の創出について

20 河　野　龍　二 議員
① 公共施設利用について
② 学校給食費の軽減対策について

11人が問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与南交流センター、長与町議会ホームペー
ジで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。
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回答

み
の
自
治
体
の
調
査
は
行
っ
て
い

る
が
、
安
全
性
な
ど
の
面
か
ら
本

町
と
し
て
は
ま
ず
女
子
の
接
種
率

を
上
げ
る
こ
と
を
第
一
に
進
め
た

い
。

■ 

議
員　

他
自
治
体
で
「
農
薬

が
発
達
障
害
の
原
因
」
な
ど
の
嘘

説
を
根
拠
と
し
た
給
食
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
化
の
動
き
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
慣
行
農
業
や
発
達
障
害
当
事

者
へ
の
誤
解
や
偏
見
に
つ
な
が

る
。
こ
の
動
き
を
ど
う
見
て
い
る

か
。

■ 

町
長　

保
護
者
や
生
産
者
な

ど
関
係
者
で
給
食
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
る
こ
と
は
有
意
義
だ
と
考
え

る
が
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
主
張

に
よ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
導
入

は
風
評
被
害
や
偏
見
を
助
長
す
る

結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
正
し
い

情
報
に
基
づ
き
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
や
実
現
可
能
性
な
ど
を
議

論
す
べ
き
と
考
え
る
。

■ 

議
員　

給
食
は
子
ど
も
が
中

心
で
あ
る
べ
き
だ
。
本
町
の
学
校

給
食
が
、
科
学
的
に
誤
っ
た
根
拠

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
を
求
め
る
大

■ 

議
員　

行
政
に
は
科
学
的
知

見
に
基
づ
き
住
民
の
命
と
健
康
を

守
り
、
偏
り
の
な
い
教
育
や
福
祉

を
実
現
す
る
責
務
が
あ
る
が
、
一

部
自
治
体
や
行
政
機
関
、
国
会
議

員
・
地
方
議
員
は
非
科
学
的
な

誤
っ
た
情
報
に
基
づ
き
政
策
を
進

め
て
い
る
。
本
町
に
は
科
学
的
・

合
理
的
で
正
し
い
情
報
を
基
に
し

た
施
策
の
実
行
を
求
め
た
い
。
ま

ず
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
に
高
い
効

果
が
あ
り
な
が
ら
危
険
性
を
あ
お

る
報
道
な
ど
か
ら
公
費
接
種
が
中

止
さ
れ
て
い
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
女
子
は
公
費
接
種
が

再
開
さ
れ
た
の
で
、
男
子
の
任
意

接
種
に
助
成
を
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

■ 

町
長　

男
子
へ
の
接
種
も
有

効
と
い
う
報
告
は
あ
る
が
、
町
と

し
て
任
意
接
種
に
助
成
す
る
に
は

情
報
が
不
足
し
て
お
り
難
し
い
。

■ 

議
員　

安
全
だ
と
自
分
で
判

断
し
て
任
意
で
受
け
る
人
へ
の
助

成
な
の
で
、
行
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
か
。
先
進
自
治
体
の
実
績
な

ど
を
調
査
し
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

■ 

こ
ど
も
政
策
課
長　

実
施
済

人
た
ち
の
主
義
主
張
の
実
現
の
場

に
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

い
か
。

■ 

教
育
委
員
会
理
事　

学
校
給

食
は
食
育
と
、
児
童
生
徒
に
と
っ

て
安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
を
最

重
要
に
実
施
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
導
入
を
求
め
た
前
回
の
一
般

質
問
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
者
団
体

が
導
入
に
消
極
的
な
こ
と
を
言
っ

て
い
た
と
の
主
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
本
人
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
制
度
は
導
入
す
べ
き
で
、
発
言

が
否
定
的
な
文
脈
で
使
わ
れ
た
な

ら
不
本
意
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。

第
三
者
の
意
見
を
都
合
よ
く
曲
解

す
る
な
ど
許
さ
れ
な
い
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

消
極
的
な
意
見
を
も

ら
っ
た
と
い
う
主
旨
の
答
弁
は
し

て
い
な
い
。
町
内
の
当
事
者
か
ら

相
談
が
な
い
の
は
見
え
な
い
壁
が

あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
の
で
理

解
促
進
に
努
め
た
い
と
い
う
主
旨

だ
っ
た
。

子宮頸がんは男性にも責任が。自分のためにも接種を
（画像は大阪府のやまもとよりそいクリニック HP より）

有
機
給
食
へ
の
疑
義

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

男子のＨＰＶ予防接種に助成を

町での助成は情報不足で難しい
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。
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回答

書
か
な
い
窓
口
導
入

■ 

議
員　

町
の
財
政
状
況
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

町
税
な
ど
が
減
収
す
る
一
方
で
感

染
症
対
策
、
生
活
支
援
に
対
す
る

財
源
と
な
る
国
県
支
出
金
な
ど
の

額
が
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
水
準
が
高

い
こ
と
か
ら
自
主
財
源
が
占
め
る

割
合
は
約
３
割
、
地
方
交
付
金
、

国
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
が
約

７
割
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

■ 

議
員　

財
政
健
全
化
の
た
め

に
実
施
し
て
い
る
政
策
は
何
か
。

■ 

町
長　

第
５
次
行
政
改
革
大

綱
に
掲
げ
る
項
目
に
対
し
、
実
施

計
画
を
定
め
、
毎
年
度
の
評
価
を

行
う
中
で
次
年
度
取
り
組
む
内
容

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

財
政
調
整
基
金
を
活

用
し
た
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る

と
思
う
。
本
町
に
お
い
て
、
健
全

な
財
政
運
営
を
す
る
た
め
の
財
政

調
整
基
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

■ 

財
政
課
長　

令
和
３
年
度
末

の
財
政
調
整
基
金
は
14
億
８
千
万

円
で
あ
る
。
標
準
財
政
規
模
の

10
％
か
ら
20
％
の
間
が
目
安
と
さ

れ
て
お
り
、
本
町
の
４
年
度
の
標

準
財
政
規
模
が
、
約
82
億
円
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
８
億
円

か
ら
16
億
円
が
保
有
す
べ
き
財
政

調
整
基
金
の
目
安
と
さ
れ
必
要
と

考
え
る
。

■ 
議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

窓
口
機
能
改
善
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

■ 

町
長　
国
の
方
針
の
下
、転
出・

転
入
に
係
る
手
続
き
や
子
育
て
・

介
護
に
関
す
る
手
続
き
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
え
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
お
り
、
来
庁
せ
ず
に
手
続
き
が

で
き
る
体
制
を
優
先
的
に
整
備
し

利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

書
か
な
い
窓
口
は
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
の
補
助
対
象
に
な
る
。

導
入
を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

情
報
政
策
課
長　

書
か
な
い

窓
口
に
係
る
経
費
は
同
交
付
金
の

対
象
で
あ
る
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ

な
補
助
金
な
ど
が
出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
幅
広
く
活

用
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

施
政
方
針
で
述
べ
た

町
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
改

訂
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

４
年
度
中
に
改
訂
業

務
を
終
え
る
予
定
と
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

改
訂
後
の
保
守
・
維

持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

通
常
の
維

持
管
理
お
よ
び
専
門
家
に
よ
る
遊

具
の
点
検
を
引
き
続
き
し
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

Ｊ
Ｒ
長
与
駅
前
の
親

水
公
園
は
県
の
管
轄
だ
が
、
管
理

は
町
で
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
管
理
し
活
用
し
て
い
く
の
か
。

■ 

町
長　

平
成
19
年
度
に
県
事

業
で
整
備
し
、
20
年
度
末
に
県
、

町
で
維
持
管
理
に
関
す
る
覚
書
を

交
わ
し
、
町
が
除
草
な
ど
の
日
常

的
な
維
持
管
理
業
務
を
担
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
河
川
法
に
定
め

ら
れ
た
権
限
は
県
側
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
定
期
的
な
除

草
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
い
、
水

辺
に
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
で
き

る
よ
う
必
要
な
範
囲
で
県
と
の
協

働
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答 問
ど
う
す
る 

親
水
公
園
の

管
理
と
活
用

必
要
範
囲
で
県
と

協
働
を
図
っ
て
い
く

どう考えている 町の財政状況

自主財源３割　交付金などが７割
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

行財政改革は住民が望むまちづくりへの一歩！

町の管理で安心・安全に
利用できる公園に‼️
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回答

■ 

議
員　

ヴ
ュ
ー
テ
ラ
ス
北
陽

台
お
よ
び
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ヘ
向
か

う
交
差
点
の
信
号
機
が
、
坂
を
登

り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、

対
向
車
線
の
直
進
車
両
が
見
え
づ

ら
く
、
右
折
車
が
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
る
た
め
、
時
差
式
も
し
く
は

右
矢
印
が
付
い
た
信
号
に
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
を
町
民
か
ら
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
新
図
書
館
等
複

合
施
設
整
備
基
本
計
画
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
も
渋
滞
緩
和
の
た

め
の
交
差
点
の
改
善
要
望
が
出
て

■ 

議
員　

現
在
、
本
町
の
浄
水

場
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
長
崎
市

と
の
新
浄
水
場
共
同
整
備
事
業
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
新
施
設
の

脱
炭
素
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
計

画
と
な
っ
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

本
町
お
よ
び
長
崎
市

と
も
に
、
令
和
３
年
３
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
て
い

る
が
、
新
施
設
の
脱
炭
素
の
対
応

と
し
て
は
、
ま
ず
、
萱
瀬
ダ
ム
か

ら
の
導
水
落
差
を
利
用
し
た
小
水

力
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
次
に
、
本
町
の
３

カ
所
の
浄
水
場
を
は
じ
め
と
し
た

複
数
の
施
設
の
集
約
、
統
廃
合
に

よ
り
動
力
の
削
減
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本

事
業
の
事
業
者
選
定
に
係
る
評
価

指
標
に
脱
炭
素
に
係
る
提
案
に
つ

い
て
の
評
価
項
目
を
加
え
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

長
崎
市
と
の
建
設
費

お
よ
び
維
持
管
理
費
用
の
負
担
割

合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

■ 

町
長　

基
本
的
に
は
配
水
量

の
割
合
に
よ
っ
て
案
分
す
る
よ
う

想
定
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

長
崎
市
と
の
共
同
事

業
に
よ
り
、
本
町
の
水
道
料
金
は

ど
の
程
度
安
く
な
る
の
か
。

■ 

町
長　

浄
水
場
の
共
同
整
備

と
単
独
整
備
を
比
較
す
る
と
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
お
よ
び
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
も
に
共
同
整
備
の
方

が
安
価
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来

的
に
料
金
改
定
を
実
施
し
た
と
き

に
改
定
率
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

長
崎
市
で
は
年
間

約
３
万
ト
ン
の
下
水
汚
泥
を

１
０
０
％
再
資
源
化
し
て
お
り
、

６
割
を
肥
料
、
４
割
を
建
設
用
資

材
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
。
本

町
の
再
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。　

■ 

町
長　

年
間
約
１
８
０
０

ト
ン
の
下
水
汚
泥
が
発
生
し
て

い
る
が
、
そ
の
全
て
を
セ
メ
ン

ト
の
材
料
な
ど
の
建
設
用
資
材

と
し
て
再
資
源
化
し
て
い
る
。

い
る
。
こ
の
交
差
点
の
改
善
に
つ

い
て
は
渋
滞
緩
和
も
含
め
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

今
後
、
近
隣
に
複
合

施
設
が
開
館
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
渋
滞
が
ひ
ど
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
右

矢
印
が
付
い
た
信
号
機
の
設
置
や

歩
行
者
用
信
号
機
が
変
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
変
更
す
る
な
ど
の
こ
と

を
含
め
、
警
察
と
協
議
の
上
で
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

ヴューテラス北陽台入口の交差点信号機の
早期改善を !!

答 問
新
浄
水
場
共
同
事
業
の

脱
炭
素
対
応
は

小
水
力
発
電
施
設
の

設
置
な
ど
を
検
討

北陽台入口の交差点信号機改善を

警察と協議し総合的に検討する
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。
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回答

伴走型子育て支援体制は大丈夫か

訪問事業の充実を図る
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

便
器
に
触
れ
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
好
ま
れ
る
人
も
い
る
。
今
後
、

洋
式
ト
イ
レ
非
接
触
対
策
で
使
い

捨
て
便
座
シ
ー
ト
設
置
も
考
え

る
。

■ 

議
員　

町
内
循
環
バ
ス
は
出

せ
な
い
か
。

■ 

町
長　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試

験
運
行
を
実
施
し
た
が
、
利
用
者

が
伸
び
な
か
っ
た
。
町
の
公
共
交

通
と
し
て
、
既
存
の
バ
ス
路
線
と

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
交
通
事

業
者
と
協
議
す
る
。

■ 

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
を
兼
ね
て
、
65
歳
以
上
の

人
へ
公
共
交
通
機
関
利
用
で
の
メ

リ
ッ
ト
の
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

他
自
治
体
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
参
考
に
、
町
民
へ

カ
ー
ド
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
研
究
す

る
。

■ 

議
員　

少
子
化
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
想
定
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
る
。
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
自
体
を
リ
ス
ク
と
考
え
る

若
者
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
現
状

を
重
く
受
け
止
め
、
公
明
党
は
、

誰
も
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み

育
て
ら
れ
、
十
分
な
教
育
が
受
け

ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
子

育
て
応
援
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
を
発

表
し
た
。
子
ど
も
も
親
も
希
望
を

持
っ
て
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会

へ
の
構
築
に
向
け
て
、
構
造
改
革

を
本
気
で
進
め
て
行
く
べ
き
と
思

う
。
そ
こ
で
、
０
歳
児
の
見
守
り

訪
問
に
つ
い
て
伴
走
型
支
援
は
ど

の
よ
う
な
計
画
か
尋
ね
る
。

■ 

町
長　

本
町
で
は
、
新
生
児

の
い
る
家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、
産

後
の
母
親
、乳
幼
児
の
保
健
指
導
、

生
活
状
況
の
把
握
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児

の
い
る
家
庭
を
母
子
保
健
推
進
員

が
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
や
育
児
の
悩
み
に
対

応
し
て
い
る
。
専
門
的
な
支
援
が

必
要
な
時
は
助
産
師
や
保
育
士
が

訪
問
し
対
応
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

今
回
の
支
援
は
伴
走

型
支
援
だ
。
寄
り
添
う
よ
う
な
支

援
の
実
施
を
お
願
い
し
た
い
。
産

後
ド
ゥ
ー
ラ
（
※
）
の
確
保
に
つ

い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

■ 

町
長　

指
摘
の
家
事
育
児
支

援
員
の
確
保
は
、
母
子
保
健
推
進

員
経
験
者
な
ど
８
人
で
子
育
て
へ

の
不
安
や
悩
み
に
対
し
て
専
門
的

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

本
町
在
住
で
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
か
ら
悩
み
、
要
望
を
聞

い
た
中
で
、
一
部
を
伝
え
る
の
で

回
答
を
も
ら
い
た
い
。例
え
ば「
役

場
女
性
用
ト
イ
レ
内
に
乳
幼
児
お

む
つ
交
換
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
」

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
が
な
い
」

「
い
ま
だ
に
和
式
ト
イ
レ
が
あ
る
」

な
ど
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

１
階
と
４
階
に
あ
る

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
お
よ
び
１
階
の

授
乳
室
の
お
む
つ
交
換
台
を
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
は
１
階
と
４
階
に
だ

れ
で
も
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い

る
。
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
は
、
今
後
１

階
に
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て
い

く
。
和
式
ト
イ
レ
は
「
肌
が
直
接

循
環
バ
ス
を
考
え
て

答 問
役
場
女
性
ト
イ
レ
に

お
む
つ
交
換
台
を

実
態
踏
ま
え
ト
イ
レ

環
境
整
備
を
検
討

※
産
後
ド
ゥ
ー
ラ

　
産
前
産
後
の
母
親
に
寄
り
添

い
、
家
事
や
育
児
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
産
後
ケ
ア
の
専
門
家
。

住民に分かりやすい案内を！
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■ 

議
員　

本
町
の
漁
業
は
小
型

和
船
で
の
操
業
が
中
心
で
、
季
節

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
魚
種
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
漁
場

の
大
村
湾
は
環
境
の
悪
化
に
よ
り

水
揚
げ
量
が
減
少
し
て
い
る
。
町

は
海
底
耕
う
ん
や
浮
遊
物
除
去
な

ど
へ
の
支
援
を
行
い
、
漁
場
の
環

境
を
調
査
し
て
い
る
が
現
状
は
ど

う
か
。

■ 

町
長　

令
和
３
年
度
の
調
査

に
よ
る
と
、
ヘ
ド
ロ
の
原
因
と
な

る
海
底
の
硫
化
物
は
前
年
度
よ
り

減
少
し
、
砂
を
撒
い
て
い
る
区
域

で
は
特
に
そ
の
値
が
低
い
。
ま

た
、
海
底
生
物
の
種
類
お
よ
び
個

体
数
も
増
加
傾
向
で
、
海
底
耕
う

ん
な
ど
の
活
動
は
底
質
環
境
の
維

持
改
善
に
効
果
が
あ
っ
た
と
推
測

す
る
。
漁
場
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
継
続
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
、
今
後
と
も
大
村
湾
漁
協
な
ど

の
活
動
主
体
へ
の
支
援
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

■ 

議
員　

稚
魚
放
流
事
業
の
実

績
と
課
題
は
何
か
。

■ 

町
長　
持
続
可
能
な
漁
業
を
目

指
し
、
漁
協
と
連
携
し
て
ナ
マ
コ

や
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
放
流
を
毎
年
し

■ 

議
員　

農
業
政
策
で
は
苗
木

や
資
材
の
購
入
に
対
し
一
定
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
な
カ
キ

養
殖
者
へ
の
支
援
策
は
で
き
な
い

か
。

■ 

産
業
振
興
課
長　

農
業
の
分

野
で
は
特
産
品
の
高
付
加
価
値
化

の
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

カ
キ
の
養
殖
体
験
の
効
果
検
証
も

含
め
、
カ
キ
の
種
苗
購
入
へ
の
支

援
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

長
与
川
の
舟
津
橋
下

流
部
は
土
砂
の
堆
積
で
か
な
り
浅

く
、
干
潮
時
に
は
蛇
行
し
な
い
と

船
の
通
行
は
難
し
い
。
地
域
行
事

の
ペ
ー
ロ
ン
で
は
櫂
が
川
底
に
当

た
る
状
況
だ
。対
策
は
な
い
の
か
。

■ 

町
長　

河
川
管
理
者
の
県
に

訪
ね
た
と
こ
ろ
、「
指
摘
部
分
は

河
川
断
面
が
大
き
く
、
流
下
能
力

が
低
下
す
る
ほ
ど
の
堆
積
が
な
い

た
め
、
現
状
で
は
事
業
化
は
難
し

い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
は
今
後
も
要
望
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

近
年
、
人
口
減
少
に

悩
む
市
町
村
で
お
試
し
住
宅（
※
）

と
い
う
制
度
が
増
え
て
き
た
。
実

際
に
生
活
体
験
す
る
中
で
、
本
町

の
魅
力
を
発
見
し
て
も
ら
い
、
定

住
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
良
い

機
会
に
な
る
と
思
う
。
制
度
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

お
試
し
住
宅
に
つ
い

て
は
現
状
で
は
提
供
で
き
る
物
件

が
な
い
が
、
既
存
の
宿
泊
研
修
施

設
を
活
用
し
た
相
談
会
の
実
施
を

検
討
し
た
い
。

て
い
る
。
４
年
度
は
４
６
８
０
０

尾
行
っ
た
。
４
年
度
に
関
し
て
は

直
売
所
の
ナ
マ
コ
の
販
売
数
・
販

売
額
と
も
に
前
年
度
の
１・８
倍
に

増
加
し
て
お
り
、
放
流
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
の
で
は
と
推
測
さ
れ

る
。
ナ
マ
コ
は
放
流
後
、
成
長
ま

で
に
２
年
か
か
り
、
外
敵
も
少
な

く
な
い
。
稚
魚
が
隠
れ
や
す
い
岩

礁
帯
へ
の
放
流
や
稚
魚
の
生
息
の

場
と
な
る
藻
場
の
再
生
な
ど
、
複

合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

答 問
お
試
し
住
宅
導
入
の

考
え
は

現
状
で
は
物
件
が
な
い

※
お
試
し
住
宅

　
移
住
を
す
る
前
に
そ
の
町
で

生
活
を
体
験
す
る
た
め
の
自
治

体
が
準
備
し
た
住
宅
。
そ
の
自

治
体
で
の
日
常
生
活
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
理
想
と
現
実
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
事
を
目
的
と

し
て
い
る
。

大村湾の漁場環境の現状は

改善傾向だが取り組みを継続する このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。安

あんどう

藤　克
かつひこ

彦 議員

集めた海岸ゴミを分別する漁業者のみなさん

カ
キ
養
殖
へ
の
支
援
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町中心部に学習スペースを

必要性を検討する
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

待
ち
合
わ
せ
・
団
ら
ん
・
学
習
ス

ペ
ー
ス
の
用
途
で
活
用
で
き
な
い

か
。

■ 

契
約
管
財
課
長　

防
犯
上
の

観
点
か
ら
懸
念
が
あ
る
。

■ 

議
員　

ガ
ラ
ス
張
り
で
あ
り
、

そ
れ
が
防
犯
上
利
点
だ
と
考
え

る
。
さ
ら
に
暑
さ
、
寒
さ
を
し
の

げ
る
場
所
が
な
い
。
そ
の
対
策
と

し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

課
長　

今
後
、
利
用
で
き
る

方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

は
偏
見
の
対
象
だ
っ
た
も
の
が
人

権
の
問
題
へ
と
理
解
が
進
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
町
は
依
然
、
後
ろ

向
き
だ
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
住
民
へ
理
解
を
促
す
先
頭
に

立
つ
べ
き
行
政
が
、
住
民
の
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
か
ら
と
の
理
由

で
制
度
を
採
用
し
な
い
こ
と
は
、

本
末
転
倒
と
の
感
を
抱
く
。
早
期

に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

各
自
治
体
で
異
な
っ

た
取
り
扱
い
と
な
ら
な
い
よ
う
、

国
や
県
の
制
度
と
し
て
、統
一
的
、

広
域
的
な
運
用
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
町
は
啓
発
活
動
と
人

権
相
談
業
務
に
努
め
て
い
き
た

い
。

■ 

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
商

工
業
は
大
打
撃
を
受
け
た
。ま
た
、

価
格
高
騰
で
消
費
者
も
苦
労
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
引
き
続
き
消
費
者
、
事
業

者
双
方
を
支
援
す
る
施
策
が
重
要

と
考
え
る
。
個
人
消
費
者
向
け
店

舗
が
自
社
商
品
の
特
色
、
営
業
場

所
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
記
載

し
た
冊
子
を
商
工
会
と
連
携
し
全

戸
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

店
舗
の
魅
力
、
情
報

を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
幅
広
く
活
用
し
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
予
定
で
あ
り
、
掲
載
事
業
者
を

改
め
て
募
集
し
利
用
促
進
に
つ
な

げ
た
い
。

■ 

議
員　

各
世
帯
に
一
冊
配
布

す
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

■ 

産
業
振
興
課
長　

全
戸
分
の

予
算
は
不
足
す
る
が
、設
置
場
所
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど
検
討
し
た

い
。

■ 

議
員　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ス

タ
ン
プ
欄
を
設
け
、
買
い
物
の
際

ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
一
定
に
達
す

る
と
商
品
券
を
進
呈
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

課
長　

商
工
会
が
デ
ジ
タ
ル

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
と
連
携
で
き
な

い
か
話
を
し
て
み
る
。

■ 

議
員　

委
員
会
視
察
で
、
青

少
年
が
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
居

場
所
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

町
長
か
ら
新
図
書
館
内
へ
の
設
置

を
検
討
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
高
校
性
の
利
便
性
と
商
店
街

の
活
性
化
の
面
か
ら
中
心
部
の
平

地
に
も
子
ど
も
の
居
場
所
を
設
置

で
き
な
い
か
。

■ 

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
や
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
把
握

を
行
い
、
既
存
施
設
の
利
用
拡
大

や
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

■ 

議
員　

Ｊ
Ｒ
長
与
駅
の
中
に

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
、

答 問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
せ
よ

国 

県
で
の
制
度
が

望
ま
し
い

答 問
希
望
が
持
て
る

行
政
運
営
を

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

活
用
拡
大
を
検
討

長
与
駅
ホ
ー
ル
開
放

ス
タ
ン
プ
で
商
品
券

町の真ん中に、勉強できる
スペースがほしいね
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な
ど
に
簡
単
に
取
り
付
け
が
で
き

る
着
脱
式
の
杖
ホ
ル
ダ
ー
を
利
用

し
、
杖
置
き
が
必
要
と
思
わ
れ
る

会
議
な
ど
に
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。

■ 

議
員　

全
て
の
投
票
所
で
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
視
点
で
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

９
カ
所
全
て
の
投
票

所
で
、
段
差
解
消
を
図
り
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
視
点
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
や
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
に
お
い
て
協
議
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
案
内
表
示

を
工
夫
し
た
り
場
内
案
内
係
を
配

置
し
た
り
す
る
な
ど
、
環
境
整
備

に
努
め
て
い
る
。

■ 
議
員　

日
本
に
帰
化
し
て
い

る
外
国
人
に
つ
い
て
も
言
葉
の
壁

の
障
壁
が
あ
る
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
視
点
で
の
投
票
所
の
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
る
の
か
聞
く
。

■ 

総
務
課
長　

こ
れ
ま
で
言
葉

の
壁
を
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
、
対
応
可
能
な
職
員

を
配
置
し
た
り
、
翻
訳
ア
プ
リ
な

ど
便
利
な
機
能
な
ど
で
対
応
し
た

い
。
令
和
５
年
４
月
の
統
一
地
方

■ 

議
員　

役
場
庁
舎
前
障
が
い

者
駐
車
場
を
武
道
館
側
と
県
道
側

に
移
転
し
屋
根
を
付
け
て
安
心
安

全
を
確
保
し
た
ら
ど
う
か
。

■ 

町
長　

か
な
り
大
が
か
り
な

工
事
に
な
る
こ
と
や
、
長
与
小
登

下
校
時
の
接
触
の
危
険
性
か
ら
、

正
面
玄
関
す
ぐ
横
の
屋
根
付
き
に

す
る
方
が
よ
り
適
し
て
い
る
と
考

え
る
。今
後
引
き
続
き
検
討
す
る
。

■ 

議
員　

障
が
い
者
が
参
加
す

る
会
議
室
の
椅
子
や
ト
イ
レ
、
庁

舎
窓
口
へ
杖
置
き
ホ
ル
ダ
ー
を
設

置
し
た
ら
ど
う
か
。

■ 

町
長　

現
在
、
役
場
１
階
会

計
課
前
な
ど
一
部
の
場
所
に
設
置

し
て
い
る
。
今
後
は
、
机
や
椅
子

選
挙
に
向
け
て
障
が
い
者
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
だ
。

■ 

議
員　
自
分
の
意
思
で
マ
ス
ク

を
着
け
る
子
、
着
け
な
い
子
が
い

る
と
思
う
が
、
ノ
ー
マ
ス
ク
の
周

知
、
啓
発
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

■ 

教
育
長　

マ
ス
ク
の
着
用
は
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
も
の

で
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
非
着
用
の

い
ず
れ
か
を
推
奨
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
着
脱
に
つ
い
て
も

取
り
扱
い
を
強
い
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
指
導
に
努
め
て
い
く
。

■ 

議
員　

卒
業
時
の
マ
ス
ク
着

用
と
４
月
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

基
本
的
に
、
国
県

か
ら
の
通
知
に
沿
っ
て
対
応
す
る

が
、
卒
業
式
に
お
い
て
は
歌
唱
の

場
面
を
除
い
て
卒
業
生
に
マ
ス
ク

の
着
用
を
求
め
な
い
の
と
同
様

に
、
卒
業
式
全
体
を
通
し
て
マ
ス

ク
を
着
用
し
た
い
と
考
え
る
児
童

生
徒
に
関
し
て
は
、
そ
の
判
断
を

尊
重
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
卒

業
式
に
関
し
て
は
、
児
童
生
徒
の

判
断
を
尊
重
し
、
強
要
や
同
調
圧

力
な
ど
が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

く
。
５
年
４
月
か
ら
の
対
応
に
つ

い
て
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
い
ま

だ
正
式
な
通
知
な
ど
が
届
い
て
な

い
の
で
、
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は

控
え
る
。

答 問
ノ
ー
マ
ス
ク
へ
の

周
知 

啓
発
対
策
は

個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
も
の

役場庁舎前障がい者駐車場移設を

正面玄関横も含め今後検討する
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

マスクなしの卒業式
みんなの顔も見れて嬉しかった〜

雨に濡れない屋根付き駐車場を！
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■ 

課
長　

小
売
業
者
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
、
運
送
業
者
、
レ
ン
タ

ル
資
機
材
な
ど
で
あ
る
。

■ 

議
員　

防
災
、
災
害
発
生
時

に
は
消
防
団
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
が
、
火
災
以
外
で
ど
の
よ
う

な
活
動
が
あ
る
の
か
。

■ 

課
長　

避
難
所
運
営
の
補
助
、

台
風
大
雨
災
害
の
際
、
地
域
の
巡

回
や
復
旧
作
業
、
自
主
防
災
訓
練

の
補
助
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

防
災
公
園
は
避
難
場

所
や
大
規
模
救
出
・
救
助
活
動
拠

点
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
活
動
拠
点
な

ど
を
兼
ね
備
え
た
場
所
で
あ
る

が
、
そ
の
中
で
マ
ン
ホ
ー
ル
型
防

災
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が
あ

る
。
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時

に
備
え
と
し
て
検
討
で
き
な
い

か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

今
後
公
園

の
改
修
の
際
に
、
総
合
的
に
研
究

し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

防
災
訓
練
を
町
全
体

で
な
く
て
も
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

自
主
防
災

訓
練
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開

催
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
平
時

に
戻
し
、
少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

小
中
学
校
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

■ 
教
育
長　

長
与
小
学
校
は
４

カ
所
、
そ
れ
以
外
の
学
校
に
は
設

置
し
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

学
校
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員

会
の
指
針
が
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
委
員
会
理
事　

防
犯
カ

メ
ラ
に
特
化
し
た
規
定
は
無
い

が
、
平
成
31
年
４
月
に
改
訂
さ
れ

た
県
の
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

の
手
引
き
の
中
に
、
監
視
カ
メ
ラ

等
の
防
犯
設
備
の
設
置
と
い
う
項

目
が
あ
り
、
学
校
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
検
討
す
る
と
示
さ
れ
て

い
る
。

■ 

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
、
犯
罪

の
抑
止
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

■ 

理
事　

防
犯
カ
メ
ラ
は
設
置

の
是
非
、
有
効
性
な
ど
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

学
校
は
地
域
に
開
か

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と

安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
所
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
防

犯
に
対
し
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の
命

を
守
る
事
は
何
よ
り
も
優
先
す
べ

き
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
講
じ
て

し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

災
害
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
、
初
動
対
応
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
。
町
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
対
応
す
る

と
の
事
だ
が
、
避
難
所
設
置
訓
練

は
部
局
ご
と
に
年
に
何
回
く
ら
い

し
て
い
る
の
か
。

■ 
地
域
安
全
課
長　

令
和
４
年

度
は
２
回
実
施
し
て
い
る
。
実
際

に
避
難
所
開
設
も
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

災
害
協
定
を
町
は
ど

の
よ
う
な
事
業
者
と
締
結
し
て
い

る
の
か
。

答 問
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は

長
与
小
学
校
以
外
は

未
設
置

防災公園の検討は

総合的に研究していきたい
中
なか

村
むら

　美
み

穂
ほ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

防災、災害発生時には消防団の協力が不可欠



182023年（令和 5年）3月定例会　ながよ町議会だより　No.185

回答

特殊詐欺対策の取り組み状況は

被害防止のため啓発活動を実施
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

生
活
出
前
講
座
を
実
施
し
て
お

り
、
４
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

４
団
体
１
０
２
人
が
受
講
し
て
い

る
。啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

毎
年
12
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ

せ
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
長
与
の
敷
地

内
で
、
町
防
犯
協
会
と
時
津
警
察

署
な
ど
と
合
同
で
悪
質
商
法
な
ど

の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

意
識
啓
発
を
図
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え
は

あ
る
か
。

■ 

町
長　

被
害
者
が
高
齢
者
に

限
ら
ず
若
年
層
に
も
拡
大
し
て
き

て
い
る
。
４
年
４
月
か
ら
成
人
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
中
学
生
へ
の
消
費
者
教

育
に
つ
い
て
、
５
年
度
か
ら
実
施

で
き
な
い
か
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

■ 

議
員　

４
年
10
月
に
小
学
生

の
子
ど
も
と
中
尾
城
公
園
の
草
ス

キ
ー
場
に
遊
び
に
行
っ
た
際
、
受

■ 

議
員　

特
殊
詐
欺
被
害
が
増

加
し
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

手
口
が
巧
妙
化
し
て
き
て
お
り
、

警
察
や
金
融
機
関
な
ど
と
の
連
携

強
化
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
高

齢
者
を
含
め
た
町
民
へ
の
意
識
啓

発
の
更
な
る
強
化
が
必
要
と
思

う
。
各
種
対
策
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
。

■ 
町
長　

住
民
か
ら
の
相
談
対

応
の
た
め
に
消
費
生
活
相
談
員
を

配
置
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
は

架
空
請
求
な
ど
88
件
の
相
談
が

あ
っ
て
い
る
。
被
害
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
広
報
な
が
よ
に

毎
月
、消
費
者
注
意
報
を
掲
載
し
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
や
悪
質
商
法
の
各

種
手
口
の
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
詐

欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
消
費

付
で
「
転
倒
し
や
す
い
の
で
ス

ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
よ
う
に
」
と

注
意
さ
れ
た
が
、
現
場
に
行
っ
て

み
る
と
ス
ピ
ー
ド
以
前
に
斜
面
の

起
伏
で
安
全
に
滑
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
と
感
じ
た
と
い

う
町
民
の
意
見
を
聞
い
た
。
整
備

状
況
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

草
ス
キ
ー
場
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
使
用
前
に
滑

り
方
の
説
明
を
行
っ
た
上
で
ソ
リ

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
、
初
め
て
滑
る
人
に
は
、
慣
れ

る
ま
で
は
低
い
位
置
か
ら
滑
る
よ

う
案
内
し
て
い
る
。
一
方
で
、
４

年
度
実
施
し
た
専
門
家
に
よ
る
点

検
に
よ
る
と
、
設
置
か
ら
30
年
近

く
経
過
し
て
お
り
、
人
工
芝
の
摩

耗
や
固
化
が
見
受
け
ら
れ
る
と
の

報
告
が
あ
る
。
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

現
在
は
、
ま
だ
寒
く

利
用
者
が
少
な
い
状
況
で
あ
る

が
、今
後
は
暖
か
く
な
り
さ
ら
に
、

春
休
み
に
入
る
た
め
利
用
者
が
増

加
す
る
と
考
え
る
が
、
今
の
ま
ま

で
大
丈
夫
な
の
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

危
惧
す
る

と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
う
が
状
況
を

見
守
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

答 問
中
尾
城
公
園
の

草
ス
キ
ー
場
整
備
を

今
後
の
方
向
性
を

検
討
す
る

安全管理の徹底を！
中尾城公園草スキー場

巧妙化する詐欺にご注意を！
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町
で
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

本
町
で
の

開
催
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
県

が
主
催
す
る
講
座
を
幅
広
く
周
知

を
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

公
共
施
設
等
不
具
合

通
報
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

住
民
が
道
路
の
陥
没

や
そ
の
他
施
設
の
損
傷
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
幅
広
く
、
迅
速
に
、

負
担
な
く
通
報
で
き
る
方
法
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

使
用
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

■ 

情
報
政
策
課
長　

通
報
と
い

う
機
能
を
用
い
、
画
像
や
地
図
情

報
も
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
通
報
で

き
る
も
の
と
な
る
。

■ 

議
員　

長
崎
は
今
、
１
０
０

年
に
一
度
の
変
革
期
と
言
わ
れ
て

お
り
、
本
町
に
と
っ
て
も
関
係
人

口
（
※
）・
交
流
人
口
を
増
や
す

チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
が
、
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

関
係
人
口
に
つ
い
て

は
、
県
立
大
学
と
の
包
括
連
携
な

ど
に
よ
り
、
本
町
と
の
関
わ
る

人
々
が
増
え
る
よ
う
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
や
情
報
発
信
に
努
め
る
。
交
流

促
進
に
つ
い
て
は
、
重
点
施
策
と

し
て
大
村
湾
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

本
町
の
関
係
人
口
・

交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
、
郷
土
料
理
や
ご
当
地
グ
ル

メ
な
ど
の
食
を
生
か
し
た
ま
ち
の

活
性
化
が
有
効
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

■ 

産
業
振
興
課
長　

ま
ず
は
現

在
あ
る
特
産
物
や
加
工
品
の
情
報

発
信
を
行
な
っ
て
い
く
。
本
町
な

ら
で
は
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
新
た

に
創
出
す
る
と
い
う
の
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
考
え
る
。
商
工
会
や

関
係
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

■ 

議
員　

熊
本
地
震
の
時
に
避

難
所
で
健
康
被
害
や
エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
っ

た
人
が
多
く
、
避
難
所
生
活
の
質

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
内

閣
府
発
表
の
避
難
所
に
お
け
る
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た

取
組
指
針
に
「
避
難
所
の
運
営
管

理
者
と
な
り
う
る
者
を
対
象
と
し

た
研
修
や
訓
練
の
実
施
」
と
あ
る

が
、
本
町
で
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

自
主
防
災
組
織
に
よ

る
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
の
他
、

団
体
か
ら
の
要
望
に
応
じ
た
講
習

会
や
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

避
難
所
運
営
に
つ
い

て
の
研
修
と
し
て
防
災
士
養
成
研

修
講
座
が
有
効
と
考
え
る
が
、
本

答 問
不
具
合
通
報
ア
プ
リ
の

導
入
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

検
討
中

答 問
関
係
人
口 

交
流
人
口
の

創
出
は

大
村
湾
の
活
用
の
推
進

※
関
係
人
口

　「
関
係
人
口
」
と
は
、
移
住
し

た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、

観
光
に
来
た
「
交
流
人
口
」
で

も
な
い
、
地
域
と
多
様
に
関
わ

る
人
々
を
指
す
言
葉
で
す
。

防災士養成研修講座の開催は

県が開催する講座を周知する
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

ご

当

地

グ

ル

メ

良好な避難所生活のための研修を

観光資源としての大村湾の活用推進
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公共施設の使用料免除の考えは

公平性確保で応分の負担を求める
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

し
て
い
る
の
か
。

■ 

生
涯
学
習
課
長　

各
課
と
施

設
の
職
員
が
備
品
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

■ 

議
員　

こ
れ
ら
は
相
当
の
年

数
が
過
ぎ
て
い
る
。
支
柱
に
限
ら

ず
各
種
ネ
ッ
ト
な
ど
を
更
新
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

課
長　

備
品
の
充
実
と
整
備

は
適
正
に
努
め
て
い
く
。

■ 

議
員　

長
崎
市
で
は
校
区
内

の
地
域
は
体
育
館
施
設
使
用
料
が

免
除
、
時
津
町
で
は
登
録
団
体
は

免
除
規
定
が
あ
る
。
本
町
で
も
考

え
ら
れ
な
い
か
。

■ 

町
長　

本
町
で
も
住
民
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
減
免
処
置
が

あ
る
。
公
平
性
の
確
保
な
ど
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
今
後
も
応
分
の

負
担
を
お
願
い
す
る
。

■ 

議
員　

以
前
質
問
し
た
時
に
、

学
校
給
食
費
は
「
受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
い
て
徴
収
す
る
」
と

の
回
答
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

利
益
を
得
て
い
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

■ 

教
育
長　

給
食
費
は
学
校
給

食
法
第
11
条
で
保
護
者
の
負
担
と

す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学
校

給
食
法
施
行
令
に
も
保
護
者
負
担

と
す
る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
基
本

的
に
は
保
護
者
が
負
担
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

受
益
者
負
担
の
考
え

方
は
困
難
性
が
あ
る
と
国
会
答
弁

で
も
あ
る
。
受
益
者
負
担
の
考
え

方
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 
教
育
委
員
会
理
事　

言
い
方

を
変
え
る
の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
が
、
利
益
は
得
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

■ 

議
員　

学
校
給
食
法
第
11
条

の
保
護
者
負
担
に
対
し
、
国
会
答

弁
で
岸
田
首
相
は
自
治
体
の
全
額

補
助
を
否
定
し
な
い
と
答
弁
し
て

い
る
。
保
護
者
負
担
で
な
く
て
も

い
い
と
判
断
で
き
る
。
改
め
て
無

償
化
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

■ 

理
事　

今
後
、
国
あ
る
い
は

県
の
負
担
軽
減
の
方
向
性
が
示
さ

れ
る
な
ど
の
動
向
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

■ 

議
員　

受
益
者
負
担
と
決
め

付
け
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た

ら
で
き
る
か
の
検
討
・
研
究
を
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

教
育
次
長　

給
食
費
の
無
償

化
は
、
町
全
体
の
財
源
も
あ
り
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が
、
で
き

る
こ
と
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。

■ 

議
員　

平
成
29
年
度
よ
り
公

共
施
設
の
有
料
化
が
行
わ
れ
た
。

料
金
を
徴
収
す
る
な
ら
、
各
種
施

設
の
備
品
や
用
具
も
使
い
や
す
い

環
境
を
整
え
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
管
理
状
況
な
ど
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

■ 
町
長　

施
設
使
用
料
を
活
用

し
、
各
種
施
設
の
器
具
な
ど
を
整

備
し
て
き
た
。
利
用
者
が
使
い
や

す
い
よ
う
に
今
後
利
便
性
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

■ 

議
員　

体
育
館
施
設
で
備
品

シ
ー
ル
が
読
み
取
れ
な
い
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
支
柱

が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
管
理
を

答 問
給
食
費
の
無
償
化
の

検
討
を

国
県
の
動
向
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い

体育用具の点検も・・古くなった支柱

学校給食の無償化を！
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議
員
３
名
に

町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

本
町
議
会
の
議
員
３
名
が
町
村
議
会
議

長
会
表
彰
を
受
章
し
、
３
月
７
日
に
議
場

で
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故�

吉
岡
清
彦
議
員

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰　

�

（
議
員
在
職
27
年
）

河
野
龍
二
議
員

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰　

�

（
議
員
在
職
27
年
）

岩
永
政
則
議
員

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰　

�

長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

�

（
議
員
在
職
15
年
）左：河野議員　右：岩永議員

子ども議会が開催されました
こ ぎ かい かい さい

　令
れい

和
わ

５年
ねん

１月
がつ

19 日
にち

、町
ちょう

長
ちょう

が町
ちょう

民
みん

と直
ちょく

接
せつ

対
たい

話
わ

する「ほっとミーティ

ング」の一
いっ

環
かん

として、長
なが

与
よ

町
ちょう

子
こ

ども議
ぎ

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。長
なが

与
よ

南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の６年
ねんせい

生の中
なか

から９組
くみ

18 人
にん

の「子
こ

ども議
ぎ

員
いん

」が、長
ながよちょう

与町で

の暮
く

らしの中
なか

で「どうしてこうなんだろう？」「もっとこうだったら

いいのに」と思
おも

ったことを町
まち

に聞
き

く「一
いっ

般
ぱん

質
しつ

問
もん

」を行
おこな

い、町
ちょう ちょう

長や役
やく

場
ば

職
しょく

員
いん

が一
ひと

つ一
ひと

つに真
しん

剣
けん

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、丁
てい

寧
ねい

に答
こた

えました。

　「防
ぼう

犯
はん

のため、みかんの形
かたち

の街
がい

灯
とう

を作
つく

っては？」「ミックンのガチャ

ガチャを設
せっ

置
ち

するのはどうか」「ボルダリングやスケートボードがで

きる施
し

設
せつ

を」など鋭
するど

い視
し

点
てん

と豊
ゆた

かな発
はっ

想
そう

の質
しつ もん

問・提
てい

案
あん

に、傍
ぼう

聴
ちょう

した

大
お と な

人議
ぎ  い ん

員たちは「将
しょう

来
らい

議
ぎ  い ん

員になる子
こ

もいるのでは」と頼
たの

もしく感
かん

じる

とともに、子
こ

どもた

ちの想
おも

いに応
こた

える町
まち

づくりをしなければ、

と身
み

を引
ひ

き締
し

めてい

ました。

この中
なか

に未
み

来
らい

の議
ぎ

員
いん

がいるかも？
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長
与
町
議
会
だ
よ
り

令
和

5年
4月

発
行

■
発

行
／

長
崎

県
長

与
町

議
会

　
T

EL（
095）801-5700　

E-m
ail：gikai@

nagayo.jp　
発

行
責

任
者

／
議

長
 山

口
憲

一
郎

　
編

集
／

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

印
刷

／
川

口
印

刷
株

式
会

社
185

N
o.

79,605円支出合計 （６件）
（令和５年１月１日～３月31日）

議長交際費 寸志・慶祝など ……………………… 10,755円（２件）
香典・生花スタンドなど …………… 68,850円（４件）

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

委 

員 

長

　八
木

　亮
三

副
委
員
長

　安
部

　
　都

委

　
　員

　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　西
田

　
　健

　
　
　
　
　中
村

　美
穂

　
　
　
　
　内
村

　博
法

　
　
　
　
　安
藤

　克
彦

　
　
　
　
　竹
中

　
　悟

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を
一切含まない NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

　
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に

は
、
新
た
な
長
与
町
議
会
議
員
が
選

出
さ
れ
る
改
選
が
行
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
前
回
の
選
挙
か
ら
の
こ
の
４
年
間

は
、
コ
ロ
ナ
や
戦
争
の
影
響
で
国
内

外
と
も
に
社
会
情
勢
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
暗
い
も
の
で
し
た
が
、
こ
ん

な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
と
、
全
国
の

地
方
議
会
が
、
住
民
の
生
活
を
守
り

住
民
自
治
を
滞
ら
せ
な
い
よ
う
に
一

層
の
試
行
錯
誤
を
行
っ
た
４
年
間
で

も
あ
り
、
長
与
町
議
会
も
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告

会
、
分
割
付
託
導
入
な
ど
初
め
て
の

試
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
は
ぜ
ひ
、
改
選
後
の

長
与
町
議
会
に
も
引
き
続
き
監
視
の

目
と
叱
咤
激
励
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
長
与
町
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
と
共
に
歩
み
ま
す
。

（
八
木
　
亮
三
）

編
集
後
記

撮影者：清水綾華さん
（県立大学シーボルト校写真サークル Sun-Films ぱしゃ。）

タイトル：花びら香る季節（本川内郷　長与ダム）

そよそよと風がなびいて、周囲には桜の花び
らが舞っていました。
葉桜になっている部分もありましたが、花び
らはまだまだ美しく咲く様子が見られました。

表

紙

の

写

真

長与町議会（定数１６）
　長与町議会では本会議の模様をYouTubeでライブ
配信しております。
　また、過去の動画も公開しておりますので、どうぞ
ご覧ください。

後列 ： 　　　　　　　　　　　　　竹中　悟　　　西岡克之（副議長）　山口憲一郎（議長）
中列 ： 中村美穂　安部　都　　内村博法　安藤克彦　　金子　恵　岩永政則　　堤　理志　河野龍二
前列 ： 八木亮三　松林　敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西田　健　浦川圭一

動画はこちらから

次の定例会は 開会の予定です。6月6日（火）


